結核巣の石灰化に関する組織化学的研究 by 岡田 満之
結核巣の石灰化に関する組織化学的研究
著者 岡田 満之
号 615
発行年 1970
URL http://hdl.handle.net/10097/18821
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
最終学歴
学位論文題目
むかだみつゆき
 岡田満之(山形県)
医学博士
 医第6i5号
 昭和45年2月20日
 学位規則第5粂第2項該当
 昭和38年3月
弘前大学医学部卒業
◎
 結核巣の石灰1ヒに関する組織化学的研究
 )
せ  (主査)
論文審査委員教授棋 哲夫教授
教授
森
岡
笹野
 まマ畠
捨已
伸昭
 一105一
論文内容要旨
 1研究目的
 生理的石灰化,病的石灰化を問わず,石灰化の機序についてはなむ不明の点が多い。嶺らは胆石
 の試験管内形成実験から生体の膠質物質の凝集固形化機構についてiつの理論を提唱しその際カル
 シウム塩として存在する粒子の凝集固形化には,有機高分子電解質による架橋作用が重要であるこ
 とを述べた。生体内の層楼高分子電解質としては,ムコ多糖があげられる。そこで引続き,胆石の
 みならず,尿石の生成,化骨形成,さらに大動詠の石灰化に除してもムコ多糖が重要な役割を持つ
 ことを知った。そこで著者は病的石灰化の1つである結核による乾酪性病変の石灰化巣について,
 酪性ムコ多糖とカルシウム塩の関係を組織化学的に検索した。
 且実験.材,料と方法
 肺切除術をうけた20例の結核肺より,肉眼的に判明した石灰化巣を摘除して実験材料とした。
 また開腹術時摘出した石灰化したリンパ節5例を加え,55例について検索した。病巣の大きさは
 5～15㎜であった。これらを10%フォルマリン,または10%中・1生フォルマリンにて固定し,
 パラフィン包埋した。脱灰を要したものはkristensen脱灰液にて2～48時間行ない。同様
 パラフィン包埋した。これらを4～6μの連続切片とした後,次の染色沿よび反応を行なった。
 1)膠原線維,弾性線維染色はi)Vanαie80n染色Ii)re80rCin-Crys七alVi-
 ole七(French)染色“i)orcein染色2)Ko68a法5)酸性ムコ多糖染色
 i)toユuidineblue染色(pH2,6,4.0)il)a■oianblue染色(pHO.5,1.O,
 2.0,2,5)iii)コロイド鉄反応4)PAS反応5)皿ethyla七ion,日aponifica輩
 tion後の酸性ムコ多糖染色6)Sco耽一Dorling氏のalcianbユue染色(.0.1M
 MgO12を含むロ・05%alcianblue染色pH5・8)
鑑実験結果
 Ko88a法に対する染色性より対照を皿群に分類した。1群はKo8Sa陰性群,且群はKO88a
 軽度ないし中等度陽性群,皿群は脱灰を要した群で石灰化高度の群である。リンパ節は皿群に含ま
 れた。各群についてその染色性を観察すると,1)膠原線維,弾性線維染色,この染色では各群と
 も膠原線維の被膜で沿、われ,被膜の膠原線維はさらに病巣内部に入り込んで分枝していた。肺の
 乾酪,石灰化巣では,被膜澄よび巣内に弾性線維が散在性,連続性に存在していた。しかしリンパ
 節の石灰化巣内には,膠原繊維のみで,弾性線維は認められなかった02)Ko88a法1群は
 一106一
 郡
櫛
糠
働
℃
瞬
維
七
。
 貢
ゲ
"
ー
ナ
E
-
佐
σ
.
、
溢
ノ
～
洛
)
プ
 た
な
a
つ
A
P
度
状
糖
た
多
6
つ
 月
1
渡
一
一
シ
。
ノ
ノ
.
『
,
7
)
上
.
ユ
 化
化
内
た
と
カ
ル
れ
4
を
に
コ 石灰化¢)ない併で,当然Ko88a陰性である。皿,想群でKos8a陽性部をよく観察すると,頼粒
 状に陽性を呈した部が大都分であるが,その中に線維状を呈した部分もあった。線維状の部分は弾性
 線維の部位てあった。5)酸・性ムコ多糖染色pH4.0の℃oluidineblue染色で石灰化部
 位についてみると,丑群では巣内の石灰化部位に一致して,βメタクロマジーを認めた。メタク・
 マジーの部位は大部分顎粒状を呈したが,線維状を呈した部分もあり,その部は弾性線維であった。
 皿群でも同様友染色注を示した。pH2.6のtoluiαineblue染色ではE,皿群とも,石灰化
 部位にメタクロマジーは認められなかった。a■cian・・blue染色ではpH2.0,.2.5の染色て,
 七〇1uid・ineb■ue染色と同様な結果を得た。pH1.0のalciamblue染色で陽性を示し
 たものがn群に1例あったが,他のものではPH1、0,0.5のalcia皿blue染色で陽性を示さ
 なかった。コ・イド鉄反応でも,pH4,0の七〇1uidineblu6染色,pH2.0,2.5の
 alcia且blu6染色と同様な結果を得た。4)PAS反応1群では巣内はPAS陰性であ
 った。皿,皿群の石灰化部位についてみると,U群でも石灰化が軽度のものでは,石灰化部位もP
 AS陰性であった。しかし石灰化が中等度になったものでは,石灰化部位にPAS陽性を示した。
 PAS陽性部でも酸性ムコ多糖染色と向様に穎粒状,線維状に陽性であった。皿群ではPAS陽性
 度はさらに増強した。しかしPA8反応でも酸性ムコ多糖染色でも,リンパ節の石灰化部位に線維
 状の部分は認められなかった05)皿9七hylation,sapollifica七ion後の酸性ムコ多
 糖染色Lmより2例ずつ,計4例について,me七hylation後に酸性ムコ多糖染色を行なっ
 たところ,全例陰性.となった。me℃hylatiOn後にsaponificatiOnを行なって酸性ムコ
 多糖の染色性をみたところ,全例が皿eむhylation前とほy同じまで染色性を回復した。
 6)Sco℃七一DOrliEga,lcianわlue染色5)で便用したものと同じ4例について行な
 ったが,全例陰性であった。
)
 w結語
 肺切除術をうけた20例の結核肺より,肉眼的に石灰化していると思われた病巣50コと,石灰
 化したリンパ節5コを実験材料とした。これらについて酸性ムコ多糖とカルシウム塩の関係を組織
 化学的に検索した。その結果を要約すると,つぎの通りである。1)肺結核の乾酪巣,石灰化巣
 内には膠原線維誇よび弾性線維が存在した。しかしリンパ節の石灰化巣には膠原線維のみが存在し
 た。これらの線維成分は単に病巣の修復機転としてのみならず,病巣の石灰化に重要な関係を持つ
 と思われた。2)カルシウム塩の認められなかった巣内には酸性ムコ多糖も認められなかった。
 カルシウム塩の存在部位と酸性ムコ多糖の認められた部位は極めてよく一敏し,酸性ムコ多糖はカ
 ルシウム塩をつなぎとめるいわゆる架橋作用を営むものと推定された。3)石灰化部位に認めら
 れた酸性ムコ多糖は種々の染色結果から,硫酸基を有しない酸性ムコ多糖と考えられた。
 4)PAS陽性物質は石灰化が中等度に進行してから現われ,石灰化の増強とともにPAS陽性度
 を増した。PAS陽性を示した物質が何であるかは証明出来なかったが,PAS陽性物質も石灰化
 に重要な4支害Uを吾寺つと、思われ1ヒ。
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 審査結果の要旨
 生体内で見られる石灰化の機序πついては諸説があるが,なか不明¢)点が多い。著者は模ら¢)生
 体内膠質物質の凝集固形化に有機高分子電解質が粒子の架橋作用を行なうと云う説に注目し齢生
 体内の有機高分子電解質としてはムコ多糖があげられ,胆石,尿石などでも酸性ムコ多糖がカルシウ
 ム塩を架橋すると云っていることから,結核巣の石灰化に沿いて,酸性ムコ多糖とカルシウム塩との
 関係を組織化学的に検索した。実験には肺切除術をうけだ20例の結核肺より肉目融⊂石灰化している
 と思われた30コと石灰化したり'ンパ節5コ,計55コを用いたuその結果を要約するとつぎの通
 りである。
 1)胴結核の乾酪化巣,石灰化巣内には膠原線維および弾性線維が存在した。しかしリンパ節の石
 灰化巣には弾性線維はなかった、これら線維成分は病巣の修復機転としてのみならず,石灰化にも重
 要な関係を授つと思われた。2)カルシウム塩の認められなかった巣内には酸性ムコ多糖も認めら
 れなかった。石灰化が起っているものでは,石灰fヒが軽暖のものでも酸性ムコ多糖が認められた。
 カルシウム塩と酸性ムコ多糖の認められた部位は極めて良く一致した。5)この時認められた酸性
 ムコ多糖は硫酸基を持だない酸性ムコ多糖と思われた、4)PAS陽性を示す物質は,石灰化が中
 等魔に進行してから現われ,石灰化の増強とともにPAS陽性度も増強した。
 以上の所見,特に2)の所見は石灰化と酸性ムコ多糖との関係,すなわち石灰化機構に関して,
 酸性ムコ多糖がカルシウム塩粒子を架橋すると云う棋らの説を裏付けるものである。
 よって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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